
−

南
房
総
の
光
と
風
を
描
い
た
画
家

−

溝
口
七
生
遺
作
展

３
月
11
日（
木
）～
23
日（
火
）10
時
～
17
時
　
※
月
曜
休
館
、
23
日
は
15
時
ま
で

会
場
：
千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催
：
溝
口
七
生
遺
作
展
実
行
委
員
会

溝
口
七
生　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
6
年
・
東
京
に
生
ま
れ
る
。
1
9
6
0

年
・
東
京
学
芸
大
学
卒
業
。
東
京
都
の
小
学
校

教
員
と
な
り
、
大
田
区
、
台
東
区
、
文
京
区
の

健
康
学
園
教
諭
を
歴
任
、
94
年
に
退
職
。
教
職

の
傍
ら
美
術
活
動
に
取
り
組
む
。

1
9
6
5
年
・
光
陽
展
に
出
品
。
以
後
、
光
陽

会
に
所
属
。
72
年
か
ら
94
年
ま
で
委
員
を
務
め

る
。
南
房
総
支
部
の
支
部
長
も
長
年
務
め
る
。

94
年
に
退
会
。
こ
の
間
、
安
井
賞
展
に
入
選
２

回
、
ル
・
サ
ロ
ン
展
入
選
、
千
葉
県
秀
作
美
術

展
に
選
抜
さ
れ
出
品
な
ど
。
2
0
1
9
年
・
83

歳
で
死
去
。

CLIP
Gallery

「重なり寄せる」  F40　第57回千葉県展

「樹間」  F20

「黙想の岩」  第59回千葉県展

「伊予ヶ岳待春」　F50　第51回千葉県展

　

打
ち
寄
せ
る
波
、
岩
礁
、
荒
涼
と
し
た
砂
丘
、

立
ち
枯
れ
の
老
木
や
何
気
な
い
里
山
な
ど
、ご

く
身
近
に
あ
る
風
景
が
、
精
緻
な
筆
づ
か
い
で

写
実
的
に
描
か
れ
る
。
画
家
・
溝
口
七
生
さ
ん

の
作
品
は
一
度
や
二
度
な
ら
ず
、
誰
も
が
目
に

し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
お
お
よ
そ
60
年
に

わ
た
り
油
絵
を
描
き
続
け
て
き
た
が
、
惜
し
く

も
一
昨
年
、
83
歳
で
他
界
し
た
。

　

東
京
出
身
の
溝
口
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後

に
岩
井
に
あ
っ
た
養
護
学
校
教
諭
と
し
て
、

南
房
総
へ
着
任
。
前
後
し
て
絵
筆
を
と
り
、

1
9
6
5
年
、
29
歳
の
時
に
光
陽
展
に「
岩
井

の
海
」を
初
出
品
し
入
選
を
は
た
す
。
以
降
も

教
職
の
か
た
わ
ら
、
絵
を
描
く
こ
と
に
も
専
念

し
、
光
陽
展
に
出
品
を
続
け
る
ほ
か
、
安
井
賞

展
や
千
葉
県
展
に
も
入
選
、
ま
た
千
葉
県
展
知

事
賞
、
県
展
賞
、コ
レ
ク
タ
ー
が
賞
を
選
ぶ
絵

画
展
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
を
受
賞
し
て
い
る
。
画

業
へ
情
熱
を
注
ぐ
ほ
か
に
も
、「
平
和
を
願
う

千
葉
県
美
術
家
の
会
」な
ど
に
参
加
し
、
平
和

運
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ア
ト
リ
エ
に
残
さ
れ
て
い
た
約
3
0
0
点
の

遺
作
の
な
か
か
ら
40
点
を
選
び
展
示
し
た
の
が

今
回
の
遺
作
展
。
な
お
、
１
９
９
７
年
、
南
総

文
化
ホ
ー
ル
開
館
の
際
、
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
こ
け
ら
落
と
し
と
し
て
溝
口
七
生
作
品
展
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

車
の
免
許
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
自

宅
の
あ
る
鋸
南
町
勝
山
か
ら
は
50
㏄
バ
イ
ク
に

ま
た
が
り
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
の
取
材
を
し
て
い
た

と
い
う
の
も
、
溝
口
さ
ん
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

だ
ろ
う
。
自
身
の
画
集（
２
０
０
８
年
・
作
品

集
）に「
風
景
と
の
対
話
」と
題
し
て
こ
ん
な
一

文
を
寄
せ
て
い
る
。

　
自
然
が
多
く
、
そ
の
自
然
は
、
人
間
生
活
と

密
接
不
可
分
で「
親
し
み
や
す
い
自
然
」で
あ

る
。
そ
ん
な
南
房
総
の
風
土
、自
然
、風
景
は
と

て
も
好
き
で
、
心
惹
か
れ
る
の
で
、
描
き
続
け

て
い
る
。

　
し
か
し
、
南
房
総
ら
し
さ
を
表
現
し
た
い
と

は
あ
ま
り
思
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
明

ら
か
に
南
房
総
の
あ
の
場
所
で
描
い
た
の
だ
と

わ
か
る
よ
う
な
作
品
、
南
房
総
ら
し
さ
が
強
く

出
て
い
る
よ
う
な
作
品
は
、
意
外
と
少
な
い
と

思
う
。

　
日
本
の
他
の
地
域
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
岩
・

波
・
渚
・
田
園
・
樹
々
、
等
の
自
然
の
片
隅
に

見
ら
れ
る「
素
朴
な
美
し
さ
」「
生
命
の
輝
き
」な

ど
に
心
惹
か
れ
て
描
く
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
と

思
う
。

（
中
略
）

　
自
分
が
風
景
と
対
話
し
た
内
容
や
そ
の
中
で

感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
、
感
動
し
た
こ
と
、

な
ど
を
込
め
て
作
品
に
し
、
作
品
を
観
て
く
れ

る
人
が
私
と
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
く
れ
れ
ば

素
晴
ら
し
い
と
は
思
う
の
だ
が
、
同
時
に
、
私

と
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
く
れ
な
く
て
も
い
い
か

ら
、
私
の
作
品
の
中
の
風
景
と
自
由
に
対
話
し

て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。


